
２．病名は「 COVID-19 」、ウイルス名は「 SARS-CoV-2 」 

 

 WHO は 2 月 11 日、新型コロナウイルス感染症の正式名称を「COVID-19」とすると発表した。

コロナウイルス感染症と感染者が報告された 2019 年を組み合わせたもの。 
COVID-19 の「CO」は「corona」、「VI」は「virus」、「D」は「disease」の意味となる。 
一方、ウイルス名については、国際ウイルス分類委員会（International Committee on Taxonomy 
of Viruses：ICTV）が 2 月 7 日までに、SARS（重症急性呼吸器症候群）を引き起こすウイルス

（SARS-CoV）の姉妹種であるとして「SARS-CoV-2」と名付けている。 
 
 
 
３.新型コロナウイルス感染症の症状 

 
 

 

４．COVID-19（新型コロナウイルス感染症）の感染経路 

 

１）飛沫感染 

  患者や保菌者（キャリア）のくしゃみや咳によって小さな飛沫となって出たウイルスが人に直

接吸入される感染経路のことである。インフルエンザウイルスの感染もこれに当たる。 

 

２）接触感染 

(1)直接接触感染：感染源との直接的な接触による感染経路で、特に性的接触などの感染である。 

(2)関節接触感染：感染源の付着したドアノブ、電車のつり革、手すり、エレベーターの手すりな

どを触れた手指などから間接的に人の体内へウイルス（病原体）が入る感染経路をいう。これに

はおむつの処理やウイルス保有動物の排泄物処理で起こる糞口感染や、医療従事者による

MRSA などの院内感染が該当する。 
 

 

 

新型コロナウィルスに対するオゾン水の期待される効果
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感染防止のための手洗いには、石鹸、消毒薬（アルコール、オゾン水、次亜塩素酸ナトリウ 

ム、二酸化塩素など）で上の図に示すようによく流水手洗いをする必要がある。 

酸化剤系消毒剤による殺菌・ウイルス不活化効果は通常、酸化力に比例しており、 

オゾン水＞二酸化塩素＞次亜塩素酸＞次亜塩素酸イオン の順にその効果が強い１，２）。 

 

 

 

オゾン水での流水手洗い３）やうがいの効果４）に関する参考論文およびオゾン水およびオゾン水

スプレー５）によるドアノブ、手すりや机の上の洗浄、消毒、殺菌（洗浄、手洗い、うがい、ノ

ブ･手すりなどの清拭など）に関連した研究報告を以下に示す。 
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６．オゾン水の殺菌およびウイルス不活化性能 

 

１）オゾンの殺菌メカニズム 

 オゾンの殺菌メカニズムは、抗生物質とは異なり細菌を構成する生体成分を酸化し、構造的に

破壊するため耐性菌を生じないといわれている６）。 
 一方、ウイルス粒子の 2 つの主要な成分は、ウイルスゲノムおよびタンパク質コートである。

ウイルスゲノムは、タンパク質カプシド内にパッケージングされる。このウイルスは、DNA ある

いは RNA とこれを包む外殻（コート）タンパク質（カプシド）から構成されているが、宿主細
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胞への吸着、それに続く DNA あるいは RNA の宿主細胞への侵入が阻害されることによって不活

化される。 
（注釈：新型コロナウイルスはエンベロープウイルスといわれている。エンベロープは、ウイル

スが宿主細胞に結合するのを助けるウイルスタンパク質を含む脂質二重層からなる膜である。ア

ルコール消毒は、このエンベロープを破壊するため有効であるといわれているが、ノロウイルス

のようにノンエンベロープウイルスには有効でない。しかし、オゾン水はいずれのタイプのウイ

ルスに対して有効である。） 

 
オゾン水はバクテリア（細菌）、ウイルスに対していずれも不活化効果を有する。 

 
２）オゾンの細菌およびウイルスの不活化効果をより増強させるには 

(1) オゾンガスの殺菌効果は湿度が高い（80%以上）ほど効果的７-９） 
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(2) 細菌、ウイルスに対する不活化効果の比較７、８） 
細菌＞ウイルス＞芽胞菌 の順にオゾンガスに対する不活化耐性すなわち死滅しにくくなる。 

 
 

３）オゾン水による細菌およびウイルスに対する不活化効果 

(1) Legionella に対する殺菌効果９-１１) 
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(2) ノロウイルスに対する不活化効果１２-１４） 

 
 

 
 ネコカリシウイルス（ノロウイルス）に対する各種濃度のオゾン水の不活化効果（19℃） 
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(3) インフルエンザウイルスに対する不活化効果１５） 
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７．図表で知ろうオゾン水を！！（洗浄、手洗い、うがいなど消毒・殺菌、消臭に利用） 
 

 

 



確
認
さ
れ
た
オ
ゾ
ン
水
4
ppm

の
各
種
ウ
ィ
ル
ス
、
菌
の
瞬
時
効
果




